

















































































































るようになった （浦  1999）。膨大な数のソーシャル・サポート研究が行われた結果，様々
な研究者が独自のソーシャル・サポートの概念的定義を発展させていった。ソーシャル・
サポートの概念や研究方法についてはある一定の決着を見せたものの，その不明瞭さや理




ゆるやかな合意があるという状態にとどまっている （福岡  2007）。
2. 2.　ソーシャル・サポートの測定方法と効果
 ソーシャル・サポートの測定方法には構造と機能という 2 側面がある （Cohen & Syme 
1985）。構造面ではネットワークの広がりを扱う。ここでのネットワークとは， 婚姻状況や親
族， 友人， コミュニティ， 宗教団体， 民族集団など様々な組織への参加を意味する。また， 構造
面ではネットワークの規模と密度， 家族や友人， 親族のネットワークでの割合を測定している。
 一方，機能面では重要な他者から受ける支援や受けることができる支援の期待を測定し
ている （浦  1999）。前者のサポートを実行されたサポート，後者のサポートを知覚された
サポートと呼び，その程度を測定している。ここでいう重要な他者とは家族や親類，友達，











































































もしくは 2 ～ 4 人のグループに対して，インタビューガイドに沿って質問する半構造化面
接である。インタビューガイドは，浦 （1992） の実行されたソーシャル・サポートの分類












13 人（イギリス 1 人，スウェーデン 1 人，ドイツ 1 人，オーストリア 10 人），日本 9 人，
中国 12 人であった。回答者は男性 6 人，女性 28 人，平均年齢は 46.41 歳 （SD ＝ 12.60） 
だった。年齢の内訳は，20 代 3 人，30 代７人，40 代 9 人，50 代 9 人，60 代 5 人，70 代
1 人だった。日本語教育歴は平均 97 ヶ月 （SD ＝ 87.46） で，年数にすると平均 8.08 年で
あった。雇用形態はフルタイム 8 人，パートタイム 13 人，無回答 13 人で，勤務先は高等
教育機関 16 人，初中等教育機関 3 人，学校教育以外の機関 15 人であった。また，滞在国
での滞在年数は欧州が平均 179.08 ヶ月 （SD ＝ 112.38） で，年数にすると平均 14.92 年で











心理的，指導的，情報的のそれぞれ 4 種類に分けた。各質問項目（15 項目）について「た
くさんできる」（4 点）から「全くできない」（1 点）までの 4 段階尺度で評定させた。質問










域 （M ＝ 3.28  SD ＝ 0.36） のサポートを最も多く提供していることが分かった。また，





（M＝3.32  SD＝0.46） を学習者に最も多く提供しており，次に指導的サポート （M＝3.20 















学習・研究 3.31（0.32） 3.03（0.29） 3.48（0.36） 3.28（0.36）
人間関係 3.02（0.35） 2.56（0.39） 3.09（0.49） 2.92（0.46）
情緒 2.77（0.64） 2.37（0.56） 3.28（0.69） 2.84（0.72）
環境・文化 2.79（0.40） 2.47（0.41） 3.06（0.59） 2.78（0.50）
タイプ 物質的 2.31（0.39） 1.94（4.78） 3.15（0.59） 2.49（0.68）
心理的 3.40（0.34） 3.25（0.50） 3.30（0.56） 3.32（0.46）
指導的 3.23（0.52） 3.23（0.40） 3.35（0.56） 3.20（0.51）
情報的 2.97（0.46） 2.97（0.28） 3.10（0.45） 2.81（0.54）
Note.  カッコ内は標準偏差 領域は学習・研究領域，人間関係領域，情緒領域，環境・文化領域，
タイプも物質的，心理的，指導的，情報的のそれぞれ4種類に分けた。








情報的サポート）を指標にクラスカル・ウォリスの H 検定3 を実施した。結果は Table 2
に示す。
 H 検定結果によれば，４領域のソーシャル・サポートと 2 つのタイプのソーシャル・サ
ポートで地域差が認められることがわかった。まず，4 領域のソーシャル・サポートでは
学習・研究領域 （χ2（2, 31）＝7.46, p＜ .05），人間関係領域 （χ2（2, 33）＝7.41, p＜ .05），










 次に，ソーシャル・サポートのタイプでは，物質的サポート （χ2（2, 30）＝ 15.25, p ＜ .001） 























Table 2. 地域別にみたクラリカル・ウォリス H 検定結果
領域 N＝31 平均ランク タイプ N＝30 平均ランク
学習研究 欧州 12 16.96 物質   欧州 12 13.58
日本  9  9.61 日本  8  8.06
中国 10 20.6 中国 10 23.75
χ2 7.46* χ2 15.25***
領域 N＝33 平均ランク タイプ N＝32 平均ランク
人間関係 欧州 13 19.38 心理的  欧州 12 17.50.
日本  9  9.67 日本  9 14.89
中国 11 20.18 中国 11 16.73
χ2 7.41* χ2 0.43
領域 N＝34 平均ランク タイプ N＝32 平均ランク
情緒   欧州 13 16.69 指導的  欧州 13 17.69
日本  9 11.00 日本  9 11.50
中国 12 23.25 中国 10 19.45
χ2 8.08* χ2 3.89
領域 N＝28 平均ランク タイプ N＝32 平均ランク
環境文化 欧州 12 14.88 情報的  欧州 13 19.58
日本  8  9.25 日本  9  6.44
中国  8 19.19 中国 10 21.55







 対象者は日本語教師 22 人で，対象者が勤務する国内訳は欧州 6 人（ドイツ 1 人，オー
ストリア 5 人），日本 9 人，中国 7 人である。オーストリア，日本，中国は 2 グループずつ
に分けて面接を行った。
5. 2.　調査期間および手続き
 調査期間は調査１と同じく 2007 年 9 月 6 日～ 2008 年 9 月 8 日である。
 １回の調査時間は，30 ～ 60 分で，本人の了解を得て録音した。
 録音した質的データは文字化し，内容分析を行った。インタビューガイドに沿って語ら




































































































































































































































































































































 3  H 検定とはクラスカル・ウォリスのノンパラメトリック検定をさす。本研究の調査対象者である日
本語教師は母集団がもともと少なく，標本サイズが小さいため H 検定を用いた。ノンパラメトリック
検定とはデータに依存しない検定方法である。H 検定は３個以上のグループ間で順位和の差の検定を
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１．本やノート，コンピューターを貸す。 （学習・研究領域 / 物質的サポート）
２．日本語力の伸びや努力を認め，肯定的に評価する。 （学習・研究領域 / 心理的サポート）
３．授業内容がわからないときにやさしく説明する。 （学習・研究領域 / 指導的サポート）
４．試験や学習方法ついての情報を提供する。 （学習・研究領域 / 情報的サポート）
５．みなと付き合ったり，話し合ったりするきっかけや場所をつくる。
 （人間関係領域 / 物質的サポート）
６．組織や集団の一員として受け入れて，関心を示す。 （人間関係領域 / 心理的サポート）
７．人と付き合う場合の行動や態度について指導し，助言する。
 （人間関係領域 / 指導的サポート）
８．他の人の行動，態度，趣味，好みなどの情報を提供する。
 （人間関係領域 / 情報的サポート）
９ ．学習者が落ち込んだり，悩んだり，イライラしたり，寂しそうなときに，食事や外出
に誘う。 （情緒領域 / 物質的サポート）
10 ．学習者が落ち込んだり，悩んだり，イライラしたり，寂そうなときに，相談にのったり，
話を聞いたりする。 （情緒領域 / 心理的サポート）
11．悩みを解決するためのよい方法を教える。 （情緒領域 / 指導的サポート）
12．生活用品などを貸したり，譲ったりする。 （環境・文化領域 / 物質的サポート）
13．価値観が違うときに，話し合ったり，理解したりする。
 （環境・文化領域 / 心理的サポート）
14．日本の風俗，習慣，礼儀などについて教える。 （環境・文化領域 / 指導的サポート）
15．日本に関わるアルバイト，奨学金，イベント活動などの情報を提供する。
 （環境・文化領域 / 情報的サポート）
　【Appendix 2】インタビューガイド（抜粋）
現在の職場で，学習者との間で以下のことを経験したことがありますか。
１．学習者をなぐさめたり，励ましたりしたことがある。
２．学習者に有益な情報提供やアドバイスをしたことがある。
３．学習者に物をあげたり，どこかに連れて行ってあげたりしたことがある。
４．学習者をしかったり，ほめたりしたことがある。
